
岐阜学

●岐阜学入門

・ 課題創造演習

●地域貢献演習

●卒業研究

　（ 岐阜学）

●ソーシャルイン

   クルージョ ン論

●日本語教授理論　

●地域研究概論

●岐阜の地域産業

・ 異文化コ ミ ュ

   ニケーショ ン

・ 食品加工学

・ 栄養指導論

・ 調理学

・ 調理学実習

・ 栄養士特論

・ 食品加工学実習

・ デザイ ン概論

●サスティ ナブル

   デザイ ン論

●地域産業論

・ 地域･環境

   デザイ ン論

●情報リテラシー

●データ サイ エ

   ンス基礎

情報教育
（ 新設テーマ）

・ 運動 /身体

   生体情報

・ 栄養価計算

・ 応用栄養を

   活用し た

   統計分析

・ マーケット 評価

・ 環境影響評価

・ UXユーザ評価

・ デジタルによる

   も のづく りと

   感性評価

・ テキスト

   マイニング

・ 多言語による

   SNS 解析

・ 消費者行動

学科再編の特徴

・ 各学科で開講さ れる【 専門科目 基礎】 を他学科学生も受講可能とし 、

　 学内におけるシナジー効果や異文化アジリティ （ 異なる文化的背景を

　 持つ人 と々う まく 協働する基本姿勢） を養う ことを目指す。

・ 他分野の専門を、 広義における「 教養」 とすることで学びの幅を広げ、

　 学生ひとり ひとり の学びにあったカリキュラムを構成できる。

　（ 狭義における教養科目は別に設ける）

　

・ 岐阜学、 および、 情報教育（ データサイエンス） は、 全学科

　 共通教育にて導入科目を実施後、 その知識やスキルにベース

　 に各学科における専門的な研究や取り 組みへと 繋げる。
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専門教育の目指すも の

【 教育プログラム キーワード 】

全学科共通教育の目指すも の

・ 岐阜学： 専門性を 社会へ結びつける

ため、 地元をテーマと し た科目 / 課題

を 通し 、 幅広い知識と 技術の習得を 目

指す。

・ 現代教養： 情報基礎（ 情報リ テラシー、

データ サイエンス基礎）、 自国文化、 コ

ミ ュニケーショ ン能力の習得を目指す。

持続可能な

も のづく り の

思考から実践へ

（ 現）

生活

デザイ ン

デザイン環境学科
持続可能な社会の実現のため「 自然

環境と の共生」「 素材から 取り 組む本

物志向」「 人々を 動かす力の向上」 を

軸に、 持続可能な「 も のづく り 」 を

習得し 、 また、 地域産業への理解を

深め、 実践的取り 組みへと 繋ぎ、 支

えることを目指す。

・ 自然環境共生

・ 本物志向

・ 情報発信力

　の向上

地域に存在する

グローバルな

問題の解決

（ 現）

英語英文

×

国際文化

国際コミュニケーション学科
地域社会に根ざした実践教育を通じ て

英語･中国語･韓国語などを用いた国際

的コミ ュニケーショ ン能力を伸ばす。

様々な文化的背景を持つ人 と々 協働し

て、 地域の魅力を高め、 より良い地域・

社会を作っていく 際に中心的な役割を果

たすことのできる人材の輩出を目指す。

・ グローバル

　 教育

・ 地域での

　 協働活動

【 進路イ メ ージ】【 専門教育での取り 組み例】【 専門教育での取り 組み例】【 目標】

【 学年別教育内容の配分イ メ ージ】

人生１ ０ ０ 年

時代における

Ｑ Ｏ Ｌ の向上

（ 現）

食物栄養

健康栄養学科
従来の栄養教育に加え 、 運動・ 心

身 分 野を 拡 充し 、 健 康づく り のた

めの 3 要素「 栄養」「 運動」「 休養」

について包括的に学ぶこ と で 、 老若

男女を 問わず個人ま た は集団に 対

し て 、 栄養 の指 導 な ど がで き る 人

材の輩出を目指す。

・ 運動 /身体

・ メ ンタル

　 ヘルスケア

・ 製造関連企業（ 企画 等）

・ 繊維検査機関

・ 設計 /建築士

・ W eb /アプリ 開発企業

・ SDGs に取り 組む企業

・ 伝統工芸関連　 など

・ 一般企業（ 総務･営業）

・ 官公庁（ 国際関連部署）

・ 地元グローバル企業

・ 多文化共生コミュニケーター

・ 観光サービス関連企業

　（ 国内外）　 など

・ 栄養士（ 病院･福祉･看護）

・ 食品関連企業（ 企画）

・ フード コ ーディ ネータ ー

・ フ ード ビジネス（ 開業）

・ 健康フ ァ シリ テータ ー

・ 管理栄養士（ 編入）  など

全学科共通教育岐阜学関連

国際コミュニケーショ ン学科

デザイン環境学科健康栄養学科

１年次 （ 62 単位） 2 年次 専攻科（ 3･4 年次）

専門教育

科

目

数 岐阜学

全学科共通教育

専門科目 基礎

情報教育（ データサイエンス）情報教育（ データサイエンス）

総合岐阜課程

　  新設

【 専門科目 基礎】
   他学科互換科目

国際コミ ュニケーショ ン学科

健康栄養学科

デザイン環境学科

医療･福祉

文化交流

現代社会

英語

東アジア言語

食環境

ビジュアル・ 情報

建築・ インテリ ア

フ ァ ッ ショ ン

（ 他学科互換科目）

専門科目 基礎

資料１
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国際コミ ュニケーショ ン学科

現代社会 領域： 地域企業・ 自治体と 連携し た実習や演習・ 海外研修を行い、理論と 実践の有機的な連携を図ることで、グロー

バルな視点を養いながら 、 地域の特性を 学ぶ。 こ れによって、 地域の持続的な発展を実現できる知識と 実行力を有し た人

材を育てる 。

　 ■卒業後の進路イメ ージ： 地元グローバル企業 、 一般企業（ 総務・ 営業）、 官公庁（ 国際関連部署）、 観光関連企業（ 国内外）

文化交流 領域： 様々な国・ 地域の価値観や文化を広く 学ぶこと で、 こ れから の国際社会・ 地域社会で活躍できる 複眼的

な視点・ 価値観を尊重する力を身につける 。 こ れによって、 多様化・ 複雑化する社会で文化を 超えたコミ ュニケーショ ンを

推進できる人材を育てる 。

　 ■卒業後の進路イメ ージ： 観光関連企業（ 国内外）、 官公庁（ 国際関連部署）、 地元グローバル企業 、 一般企業（ 総務・ 営業）

英語 領域： 世界共通語とさ れる英語の実践的なコミ ュ ニケーショ ン 能力を 高めるとともに、 現代社会や様々な文化につい

て学ぶこと で、 地域・ 国際社会で 活躍できる英語力を身に付ける 。 こ れによって、 様々な文化的背景を 持つ地域の人 と々

グローバルな視点を 持って協働し 、 地域の発展や問題に対し 貢献できる人材を育てる 。

　 ■卒業後の進路イメ ージ： 観光関連企業（ 国内外）、 地元グローバル企業 、 官公庁（ 国際関連部署）、 一般企業（ 総務・ 営業）

東アジア言語 領域： 隣国であり人的往来が最も 多い中国や韓国の言語を 学び、 地域企業・ 自治体と 連携し 実践的なコミ ュ

ニケーショ ン 能力を高めるとともに、 現代社会や様々な文化について学ぶ。 こ れによって地域の観光・ ビジネス・ 在日外国

人支援などの分野で活躍できる人材を育てる 。

　 ■卒業後の進路イメ ージ： 観光関連企業（ 国内外）、 地元グローバル企業 、 官公庁（ 国際関連部署）、 一般企業（ 総務・ 営業）

各学科における領域 と  カリキュラム案 1

専門科目 基礎
（ 他学科受講可能科目）

国際関係概論

地域研究概論

文化研究概論

ソーシャルインクルージョ ン論

グローバリ ゼーショ ン論

ジェンダー論

英語表現（ 基礎）

専門科目
（ 領域共通）

岐阜の地域産業

異文化コミ ュニケーショ ン論

サスティ ナビリ ティ 学

データ サイエンス概論

英語表現（ 応用）

現代企業事情

国際人権論

社会調査論

産業地理学

地域経済論

比較宗教学

観光概論

英米文化論

アジア文化論

ヨ ーロッパの言語と社会 中国圏の文化と社会

韓国・ 朝鮮の宗教と社会

専門科目
（ 現代社会）

専門科目
（ 文化交流）

専門科目
（ 英語）

専門科目
（ 東アジア言語）

中国語科目群

韓国語科目群

海外研修（ 英語圏･中国語圏･韓国）

現代中国論

産業人材海外研修（ 東南アジア）

現代韓国論

比較文化論

国際日本文化論

日本文学論

日本語教育学概論

東アジア概論

英語学概論

外国語プレゼンテーショ ン

英語科目群

英米文学講読

第二言語習得理論

英語コミ ュニケーショ ン論

言語文化論

 　 岐阜学関連科目　 　 赤： 新設科目　 （  科目は主たる科目のみ記載）

カリ キュラム /開講予定科目（ 未定稿）



各学科における領域 と  カリキュラム案 2

 　 岐阜学関連科目　 　 赤： 新設科目　 （  科目は主たる科目のみ記載）

デザイン環境学科

ファ ッ ショ ン  領域： 高品質な素材縫製技術による 「 本物志向」 のファ ッ ショ ン 教育を 通して使い捨てをし ないファ ッ ショ ン

文化の実現を目標に、 地元ファ ッ ショ ン 産業と 連携し ながら 素材・ 製造・  販売まで の実践的なファ ッ ショ ン 教育を 行い、

持続可能な社会に貢献する人材を育成する 。

　 ■卒業後の進路イメ ージ： 繊維検査機関、 テキスタイルデザイナー、 ファ ッ ショ ンアド バイザー、 製造関連企業（ 企画等）、 SD Gｓ に取り 組む企業

建築･インテリ ア 領域： 自然環境と の共生を再認識し 、 産官学連携による実践的な地域活動に積極的に取り 組む中で、 持

続性のある建築・ 地域づく りに貢献できる人材を育成する 。

　 ■卒業後の進路イメ ージ： 設計・ 建築士（ リノ ベーショ ン）、 インテリ ア家具デザイナー、 不動産（ スト ッ ク 活用）、 伝統工芸関連

ヴィ ジュアル･情報 領域： ビジュアルコミ ュニケーショ ンを 効果的に学修するため、 従来の視覚情報について学ぶとともに、

現代社会に適し た情報科学を学び、 創造的な取り 組みを 通し 社会に貢献できる人材を育成する 。

　 ■卒業後の進路イメ ージ： グラフィ ッ クデザイナー、 W eb デザイナー、 インタ ーネット ・ 携帯コンテンツ（ アプリ ） 開発企業、 一般企業（ 企画等）

専門科目 基礎
（ 他学科受講可能科目）

デザイン概論

色彩学

材料学

サスティ ナブルデザイン論

ファッ ショ ンデザイン論

建築・ インテリア概論

メディ アデザイン論

専門科目
（ 領域共通）

基礎造形

地域産業論

情報科学概論

地域産業計画演習

地域・ 環境デザイン論

ファッ ショ ン造形演習科目群

ファッショ ン造形実践演習

ファッ ショ ンビジネス論

ファッ ショ ンマーティ ング

ブランド マーチャンダイジング

染色デザイン演習

テキスタイル素材演習

テキスタイル創造演習

設計演習科目群

設計演習Ⅲ（ 建築環境共生）

バイオクライマティ ッ クデザイン DTP演習

W ebデザイン

専門科目
（ ファッ ショ ン）

専門科目
（ 建築・ インテリア）

専門科目
（ ビジュアル・ 情報）

グラフィ ッ クスデザイン科目群

コミ ュニケーショ ンデザイン論

生活造形演習

日本建築史

生活環境学

建築環境学

公共施設計画論

建築材料学

構造力学

ビジュアルリテラシー

ビジュアルデータ サイエンス

パッ ケージデザイン

認知情報処理
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カリ キュラム /開講予定科目（ 未定稿）

健康栄養学科

専門科目 基礎
（ 他学科受講可能科目）

女性の健康科学

地域食文化論

ライフステージ栄養学Ⅰ

カウンセリング論

食品加工学

専門科目
（ 領域共通）

栄養士演習

運動生理学

身体の科学

運動科学演習

ライフステージ栄養学実習Ⅰ

栄養指導論

公衆栄養学概論

栄養士特論

調理学

調理学実習

基礎実験化学

食品微生物学

ライフステージ栄養学Ⅱ

メンタルヘルス

病理学 食品流通論

専門科目
（ 領域共通）

専門科目
（ 医療・ 福祉）

専門科目
（ 食環境）

食品機能学

食品品質管理論

食品学

食品加工実習

医療・ 福祉 領域： 少子・ 超高齢社会の現代において高齢化の進展に伴い、 生活習慣病者や要介護者が増加し 、 同時に

国民医療費が増大している 。こうし た問題の解決に寄与する栄養士を養成する 。また、医学・ 栄養学の分野について深く 学び、

医療・ 福祉の専門職にふさ わし い高度な 知識と 技術を身につけ、 病院・ 福祉施設などの現場で 栄養改善、 疾病の治療に

貢献できる栄養士の養成を目指す。

　 ■卒業後の進路イメ ージ： 給食会社（ メ ディ カル給食部門）・ 医療機関・ 介護施設・ 福祉施設・ ド ラッ グスト ア

食環境 領域： 食に関連する多彩な地域活動を 通して実践力を 養い、 健康長寿社会を支える栄養士を 養成する 。 健康と 食

を つなぐ 食品について 幅広く 学び、 地域の食環境を 活かし た食の力で 地域住民の健康寿命の延伸、 生活の質（ Ｑ ＯＬ ）

の向上に寄与し 、 幸せな健康長寿社会の実現に貢献できる栄養士の養成を目指す。

　 ■卒業後の進路イメ ージ： 食品メ ーカー（ 企画・ 開発・ 品質管理）・ 医薬品メ ーカー（ 研究開発）・ 給食会社（ 学校給食・ オフィ ス・ 工場の社員食堂部門）・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   給食センタ ー・ 幼稚園・ 保育所

 　 岐阜学関連科目　 　 赤： 新設科目　 （  科目は主たる科目のみ記載）

カリ キュラム /開講予定科目（ 未定稿）

※栄養士養成施設の教科
　 課程に準ずる科目


